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は じ め に

公益財団法人しまね自然と環境財団が管理運営している中心的施設の三瓶自然館は、平成28年度

に開館25周年を迎えるとともに、累計入館者も300万人に達する記念すべき年となりました。島根

県の自然系博物館として国立公園三瓶山をフィールドに、自然に親しむ場の提供とともに、展示や

普及啓発、資料収集、調査研究などを進めたくさんの皆さんにご利用いただいているところです。

四半世紀を一つの節目として、これまでの取り組みを振り返りながら企画展やイベントや25周年

を記念した事業を実施しました。春の企画展では開館以来、自然館に寄贈や提供を受けた多くの

標本類の中から、学芸員一押しの収蔵標本を展示し、期間中にビジュアルドームのデジタル化が

完了したことから小学生を招いた記念式典を開催しました。また、7月には開館25周年記念行事と

して、地元小学生と未来の三瓶について語り合う｢さんべ夢未来サミット｣を開催するとともに、

夏期企画展｢ジュラシック･シー～海の恐竜とぐるぐるアンモナイト～｣を実施したところです。

さらに、11月5日には累計入館者数が300万人に達することができました。

このような企画展を中心に当館に足を運んでいただいた県内外の小中学生を中心とする皆さんに

は、博物館を楽しみながら自然科学に親しんでいただいたものと思っています。

また、三瓶小豆原埋没林公園では、県により展示中の杉巨木の安定した保存方法についての検討

と保存試験が行われ、29年度以降保存事業が実施されることとなりました。また、来園者に埋没林

の持つ学術的価値と魅力を十分伝えることができるよう入館前のガイダンスを試験的に実施すると

ともに、施設の充実を引き続き要望しているところです。

一方、財団が大田市からの指定管理者として運営している北の原キャンプ場は、｢豊かな自然

環境を生かし、自然に親しむ場｣となるよう管理運営に心がけ、28年度も引き続き多くの利用者を

受け入れることができました。

21世紀は環境の時代と言われて久しいですが、松江事務所を中心に進めている環境保全活動事業

では、行政や財団主導の活動から地域の環境保全活動を担うボランティアが自主的、主体的に活動

できるよう引き続き支援を行ってきているところです。

これからも引き続き、創意工夫しながら財団運営に取り組み、皆さんから期待され応援いただける

施設となるよう職員一同努めて参ります。

平成29年5月

公益財団法人しまね自然と環境財団

理 事 長 廣 澤 卓 嗣
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講 師：藤野 純一(国立環境研究所)

森 高一(株式会社森企画)

実 施 日：8月2日(火)

場 所：島根県民会館(松江市殿町)

参加者数：28名

ｂ 地球温暖化対策に関する研修

テ ー マ：｢地球温暖化対策の国際動向と日本｣

概 要：2015年に開催されたCOP21とその後のパリ協定の発効を受けて、国際社会や日本が

どのように地球温暖化対策を進めていくのか。COP22に参加した専門家から、最新の

動向を聞き、われわれが取り組むべき地球温暖化対策について、考える機会とした。

講 師：沖村 理史(島根県立大学総合政策学部教授)

実 施 日：12月3日(土)

場 所：サンラポーむらくも(松江市殿町)

参加者数：58名

ｃ 推進員活動と地域連携について考える研修

テ ー マ：｢推進員活動と地域連携ついて考えてみよう｣

概 要：平成28年12月に第8期の推進員が委嘱されたが、それに伴って、地球温暖化について

の理解を深めるとともに、推進員活動の有り様について考え、今後地域の多様な主体

とどのように連携し、活動を展開していくか、ワークショップ形式で推進員が相互に

学びあう機会とした。

講 師：中平 徹也(津山圏域クリーンセンターリサイクルプラザ所長／元岡山県地球温暖化

防止活動推進センター事務局長)

実 施 日：2月23日(木)～24日(金)

場 所：島根県民会館(松江市殿町)

参加者数：30名

ｄ スーパー推進員研修

概 要：｢実践活動に学ぼう、そして、もっとつながろう～地域の実践活動に学び、つながり

を強めよう～｣をテーマとして、各県の推進員が活動を事例紹介し、実践活動の

レベルで、類似性や相違点、視点の多様さに気づき、取り入れたいノウハウやツール

を発見できる学びあいの場とした。また、他県の推進員と交流を深め、推進員が

広域的に活動する素地を養い、ネットワークの強化と活動の活性化を基盤づくりを

行った。

実 施 日：9月6日(火)～7日(水)

場 所：山口県総合保健会館(山口県山口市)

参加者数：61名 (うち島根県6名)

②セミナー･テーマ別研修･地域別研修

地球温暖化に関するセミナーへの参加や、個別のテーマや地域別の研修を企画し、推進員がスキル

アップを図る機会を提供した。

□セミナー｢2050年の地球はどうなってる？｣

概 要：一般向けに企画したセミナーに併せて推進員も参加可能とし、地球温暖化に関する

最新の知見について学ぶ機会を提供した。(内容については｢地球温暖化にかかる

普及啓発(p45)｣を参照。)
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日 時：9月3日(土)、4日(日)

参加者数：(東部) 40名(うち、推進員18名)

(西部) 26名(うち、推進員6名)

□セミナー｢クールチョイスセミナー･ひとり暮らしのエコ節約術｣

概 要：一般向けに企画したセミナーに併せて推進員も参加可能とし、地球温暖化に関する

最新の知見について学ぶ機会を提供した。(内容については、｢地球温暖化にかかる

普及啓発｣の項を参照。)

日 時：11月20日(日)

参加者数：7名

□地域別研修｢里山暮らし研究所･里山ハウスの視察｣

概 要：しまねエコライフサポーターズ出雲支部の企画による地域別研修として、雲南市

大東町でNPO法人里山笑楽校を主催している多久和厚氏のエコハウス｢里山ハウス｣

を視察し、風力などの再生可能エネルギーや木質バイオマスを活用した暮らしに

ついて、学習した。

講 師：多久和 厚(NPO法人里山笑楽校)

日 時：12月20日(火)

場 所：里山暮らし研究所(雲南市大東町)

参加者数：10名

□外部研修｢中国四国から気候変動を考えるワークショップ｣

概 要：環境省が主催した外部研修において、推進員が参加する機会を提供し、地球温暖化の

適応策に関する基礎知識について学ぶとともに、ワークショップにより、地域における

影響事例を参加者相互に共有し、地域での適応策について学びを深めた。

講師とテーマ：畑中 直樹(株式会社地域計画建築研究所／和歌山大学システム工学部非常勤講師)

｢地域における気候変動影響への適応について｣

伊藤 麻衣(気象キャスター)

｢私たちの暮らしと気候変動｣

日 時：3月4日(土)

場 所：広島YMCA国際文化センター(広島市中区)

主 催：環境省中国四国地方環境事務所

参加者数：8名

（４）地球温暖化にかかる普及啓発

COP21におけるパリ協定の採択を受けて、これからの地球温暖化防止に対する機運を高めるため、

パネル展やセミナーを開催した。また、啓発広報誌を発行し、これらに関する情報発信を行うと

ともに、普及啓発を行った。

①地球温暖化についてのセミナー

地球温暖化についての最新の知見を学ぶとともに、地域で起こりつつある地球温暖化の事例を

取り上げ、地球温暖化が身近に起こっている現象であることを伝える講演会を行った。

テ ー マ：｢2050年の地球はどうなってる？｣
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概 要：現在わかっている科学的知見に基づいて、地球温暖化の将来予測とその適応策を

中心に、第一線の研究者が講演を行った。また、地元講師から農業や海洋生態系

など地域における地球温暖化の影響と適応策について、講演を行った。会場内では、

地元団体による身近な環境啓発取組をパネル等で紹介し、参加者に実践可能な地球

温暖化対策を提案した。

講 師：(両会場)肱岡 靖明(国立環境研究所地域環境影響評価研究室室長)

｢地球温暖化による島根の影響は？｣

(東 部)小葉田 亨(島根大学生物資源科学部教授))

｢農作物も夏バテ？～作物と高温障害～｣

(西 部)坂西 芳彦(国立研究開発法人水産研究・教育機構)

｢温暖化で日本海の藻場はどうなるのか？｣

日 時 と 場 所：(東 部)日 時：9月3日(土) 13:00～16:00

場 所：出雲科学館 (出雲市今市町)

参加者：40名

(西 部)日 時：9月4日(日) 10:00～13:00

場 所：浜田市立中央図書館 (浜田市黒川町)

参加者：26名

②地球温暖化防止啓発パネル展の開催

地球温暖化の現状を伝え、県民による地球温暖化防止活動を促すため、図書館や市役所と連携し、

温暖化に関するパネル展を開催した。会場内では身近な省エネ行動を紹介するリーフレットの配布

や、温暖化防止活動の提案募集も行った。

□いずも産業フェア

概 要：地球温暖化問題とCOOL CHOICEを分かりやすく伝えるために、イベントブース内で、

啓発タペストリー掲出やリーフレット配布を行った。同じブース内で、エコドライブ

シミュレーターを使ったエコドライブ講座を併せて行った。(COOL CHOICE:日本が世界

に誇る省エネ･低炭素型の製品･サービス･行動など、温暖化対策に資するあらゆる

｢賢い選択｣を促す国民運動。)

実施期間：11月5日(土)

場 所：いずも産業フェア(出雲ドーム、出雲市矢野町)

□プリエールフェスティバル

概 要：地球温暖化問題とCOOL CHOICEを分かりやすく伝えるために、イベントブース内で、

啓発タペストリー掲出やリーフレット配布を行った。併せて、リユース食器の普及

を呼びかけた。

実施期間：11月20日(日)

場 所：プリエールフェスティバル(スティックビル、松江市白瀉本町)

③地球温暖化防止啓発広報誌の発行

地球温暖化の現状や国内外の情勢、影響と対策、地域での取り組みなど、身近なテーマと関連

づけて情報提供を行う広報誌｢しまエコ｣を、年2回発行した。

概 要：国が主体となって進める地球温暖化防止に関する国民運動｢COOL CHOICE｣をテーマと

して、島根県の地域性を踏まえた身近でエコな取組や、暮らしの中で気軽にできる

行動など、わかりやすく｢賢い選択｣について知ることができる情報を多様な視点で

取りまとめ、提供した。また、印刷にあたっては、環境に配慮し、用紙は国内産の

竹100%でできた竹紙を使用し、身近な資源の有効活用を啓発するなどの工夫も行った。
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発行部数：6,000部(3,000部×2回)

配 布 先：各市町村担当課･島根県地球温暖化防止活動推進員･県内の環境活動団体、全国及び

各県センター、県内図書館およびコンビニエンスストア等

発 行 テ ー マ：しまエコ Vol.9［2016年9月発行］

【特集】｢あなたも今日からCOOL CHOICE｣

【どっちがクール？】照明器具編 蛍光ランプ vs LEDランプ

【くーるちょいす？なんだぁそりゃ～？】松江ゴーストツアー

【エココラム しまねがいいね】見直された離島の可能性 学びの場として田舎を

“選ぶ”こと

しまエコ Vol.10［2017年1月発行］

【特集】古くて新しい！竹

【どっちがクール？】暖房編 エアコン vs 灯油ストーブ

【くーるちょいす？なんだぁそりゃ～？】家の女たち 熊谷家住宅

【エココラム しまねがいいね】危機を一転 田舎の交通を支える"路線"が選ばれる

（５）家庭のエネルギー消費実態の把握

日常生活に関する温室効果ガスの排出の実態を把握し、地域における地球温暖化対策に資する

ため、各種診断及び調査を行い、その結果について行政機関や県民等に情報提供を行った。

①家庭の省エネ診断事業の実施

家庭のエネルギー使用量や地域性、ライフスタイルに合わせてCO2排出量や光熱費の削減に効果

的な対策を具体的に提案する｢うちエコ診断｣について、実施機関の認定を受け、診断士の登録

および診断業務を行った。

□診断の実施

概 要：県環境政策課、市環境担当課等と連携して受診者を募り、県内5カ所の会場に診断士

を派遣し、診断を行った。また、当事務所では、随時診断を受け付け、診断を行った。

診断結果に基づき、対策提案を行うとともに、事後調査を実施し、受診者の対策状況

を把握した。

実施件数：73件

実施場所：県内6ヶ所(安来市、松江市、大田市、益田市、吉賀町、島根県庁)

削 減 量：53,688kg-CO2/年(一世帯あたり、942kg-CO2/年･世帯)

診断士数：15名

②｢ライフステージに沿った家庭のエネルギー消費削減モデル｣の実施

島根県内の一般家庭において、目指すべきエネルギー消費の削減可能性を推計し、具体的な

目標を示すため、世帯別のエネルギー消費実態と削減取組に関する指向を把握するため、

中山間地など県内の地域特性をもつ雲南市民を対象にアンケートを実施した。

□アンケート調査の実施

概 要：雲南市の一般家庭を対象とし、エネルギーの消費動向を把握し、どのような省エネ

削減行動を選択し、機器の買い換えなど投資の対象とするか、県民の意識を把握する

ことで、地域における将来的なCO2排出量の削減ポテンシャルを推計するため、

アンケート調査を実施した。調査結果は、エネルギー消費傾向や省エネへの取組

意識などを報告概要として取りまとめ、雲南市内の一般家庭に配布し、普及啓発の

一助とした。

実施期間：平成29年1月

回 収 数：289件
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③全国統一冷蔵庫利用実態調査の実施

日常生活における温室効果ガスの排出実態を把握し、今後の家庭における省エネ関する普及啓発

や対策に資するため、全国地球温暖化防止活動推進センターが企画する｢全国統一冷蔵庫利用実態

調査｣を県民を対象に実施した。

概 要：家庭で利用する家電のうち、もっとも消費電力量が大きい冷蔵庫の利用実態調査を

実施した。調査結果は、全国地球温暖化防止活動推進センターが取りまとめた。分析

結果は、日常生活に関するCO2排出量の削減ポテンシャルの把握につながるとともに、

今後の地域における省エネ対策等に活用した。

期 間：平成28年11月～平成29年2月

回 収 数：69件

（６）全国地球温暖化防止活動推進センター(JCCCA)との連携

全国地球温暖化防止活動推進センターに指定されている一般社団法人地球温暖化防止全国ネット

(平成22年8月設立)との連携に努めるとともに、中四国ブロックや他県の地域地球温暖化防止

活動推進センターとの共通事業に取り組み、逐次情報交換を行った。

全国センター会議：1回(6月)、東京 、各1名出席

ブロック代表者会議：2回(5月)、東京、各1名出席

合同ブロック別調整会議：2回(4月、1月、2月)、東京、各1名出席

中四国ブロック会議：3回(9月、3月)、岡山市、各1人出席

３．県民の３Ｒ推進事業
家庭から出る生ごみの堆肥化は、可燃ゴミの減量化によりCO2の排出削減に寄与するとともに、

ゴミを生物の力で堆肥化(再資源化)する過程を通じて、自然界における物質循環の仕組みを

学ぶ機会になる。コンポスト容器及びミミズコンポストを用いた生ごみ減量手法を周知し、減量

効果を測定するモデル事業を下記のとおり実施した。

（１）コンポスト容器による生ごみ減量と効果測定

□講演会

概 要：『生ごみ ダイエット！』と題し、買い物や調理時の工夫、生ごみの分別による利活用と

廃棄方法などに、家庭における生ごみ減量の呼びかけを行った。

講 師：野崎 研

実施日と場所：平成28年 7月26日(火) 出雲エネルギーセンター(出雲市芦渡町)

平成28年11月 1日(火) カルチャープラザ仁多(奥出雲町三成)

平成28年11月30日(水) 川向リサイクルプラザ(松江市竹矢町)

平成29年 2月 4日(土) パレット江津(江津市江津町)

平成29年 2月14日(火) 田所公民館(邑南町下田所)

□生ごみ減量の実践と計量

概 要：上記の講座参加者から生ごみコンポストの設置と生ごみ計量の取組への協力者を

募り、一定期間生ごみ減量効果を測定した。

期 間：平成29年2月～3月

取 組 者：江津市民 2名

結 果：総削減量 44kg
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（２）ミミズコンポストBoxによる取組

□講演会

概 要：話題提供『自然とミミズとふれあって 学んだこと～子ども達の教育実践報告～』及び

意見交換『ミミズコンポストと園児のふれあい』を開催し、ミミズコンポストの

取組参加者を募った

講 師：石橋美冬(公益財団法人科学教育研究会 理事)

実 施 日：平成29年3月7日

場 所：グラントワ(益田市有明町)

□県外の先進地視察

概 要：講義『ミミズの適正管理と害虫対策』と施設見学及び小学校と連携した環境教育の

取り組みについて意見交換を行った。

講 師：久保幸路(光和商事株式会社 環境開発事業部部長)

実 施 日：平成28年12月5日

視 察 先：生ごみ減量用ミミズ養殖施設等㈱光和商事(東広島市河内町)

□保育園等への設置

概 要：職員及び園児向けに生ごみを堆肥にかえるみみずの働きとミミズコンポストBoxを使った

生ごみ減量を説明し、ミミズコンポストBoxを設置して、各園で生ごみ減量に取り

組んだ。

実施日と場所：11月 2日(水) まるに保育所(益田市白上町)

11月14日(月) 吉田こども園(益田市水分町)

□生ごみ減量の実践と計量

概 要：設置したミミズコンポストBoxを用いて、実際に生ごみを投入し、一定期間の生ごみ

削減量を計量した。

実 施 日：平成28年2月～平成29年2月

取 組 者：益田市民等 5名

結 果：総削減量 147kg

□意見交換会

概 要：ミミズコンポストBoxの設置の希望調査、環境教育ツール(循環型社会、ミミズと生態系)

作成に関する検討を行った。次年度は、益田市内の幼稚園･保育園向けミミズコンポスト

Box設置数を増やし普及をはかることとした。

実 施 日：平成28年4月25日、6月2日、7月6日、8月23日、10月12日、

平成29年2月1日、3月23日

場 所：益田市役所、市民学習センター及び現地(益田市白上町)

（３）ミミズコンポストBOXによる生ごみ減量と効果測定

□家庭での生ごみ減量啓発タペストリーの製作

概 要：家庭における生ごみ減量について、買い物や調理時の工夫、生ごみの分別による

利活用と廃棄方法などについて、わかりやすいイラストを用いたタペストリーを

作成し、普及啓発のための貸出グッズとして活用した。

制 作 物：生ごみをへらそう｢どうしてごみはくさい？｣

生ごみをへらそう｢いただきますのその前に！｣

生ごみをへらそう｢ごちそうさまのその後に！｣
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４．環境保全活動支援

（１）情報収集及び情報提供

県民のニーズに考慮した環境関連ライブラリーや環境学習機材の整備等を図るとともに、各種

メディアやホームページ、環境イベント、三瓶自然館広報誌｢さんべ発｣などを利用し、年間を

通じて県民に情報提供を行った。

貸出図書の購入 15冊

パネル、機材の貸出 9回

（２）地域の多様な主体との協働の推進

地域のニーズを踏まえた取組を促進するため、地域の多様な主体と協働・連携をすすめ、行政や

環境団体とともに、活動の企画･運営･支援等を行った。

①アクアスESDプログラム実証事業への参画

環境省が実施する｢地域の環境教育･学習拠点での｢ESD化｣に向けた実践拠点支援事業｣において、

しまね海洋館アクアスを拠点施設として、沿岸地域における海の環境学習のESD化を目指すプログ

ラムに参画した。(ESD：接続発展教育)

概 要：｢石見の海、私たちの海の持続性｣をテーマとして、ESDプログラムを企画･実施できる

人材の育成を行うため、研修会を企画するワーキングチームを立ち上げ、研修会を

実施した。また、研修会参加者が中心となって、地域において海のESDプログラムを

継続して実施していくとともに、相互に連携をとって活動を行っていくため、ネット

ワーク作りを行った。

実施期間：平成28年9月～平成29年2月

場 所：しまね海洋館アクアス(浜田市久代町)

講 師：志賀誠治(ひろしま自然学校)、原明子(ESDコーディネーター)、河野宏樹(環境教育

事務所Leaf)、今宮則子(NPO法人海の自然史研究所)

対 象：教員、公民館主事、行政職員、環境団体スタッフ等

参加者数：20名

事業主体：環境省、公益財団法人しまね海洋館

連携団体：浜田市、江津市、江津市郷田小学校、島根県水産技術センター、NPO法人コアラッチ

②雲城地区ハッチョウトンボを通したESD学習の支援

平成27年度に実施した環境省ESDプログラム実証事業の事業を継続するため、金城町公民館が

主体となり、ハッチョウトンボの生息地保全をテーマとしたESDを実施し、これら事業の支援を

行った。

概 要：浜田市金城町雲城地区生息するハッチョウトンボの保護･保全活動をテーマに、地域

住民と小学生が協働で進める｢ようせいの守人プロジェクト｣を立ち上げ、各主体が

連携しながら、地域で持続可能な活動のしくみづくりを行った。

実施期間：平成28年5月～平成29年2月

場 所：浜田市金城町雲城地区

対 象：雲城地区の小学生および地域住民

事業主体：雲城公民館、雲城ハッチョウトンボを守る会、雲城小学校

連携団体：浜田市環境課、浜田高校自然科学部
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③アクアスわくわくフェスタの支援

私たちの生活によって排出されるゴミが海洋を汚染している実態を知ってもらうとともに、ゴミ

を減らすことが海洋汚染を防ぐことにつながるだけでなく、生活の中で再利用することで省資源に

つながることを、体験しながら知り、学べる機会を提供するイベントに共催として関わり支援した。

概 要：水族館来館者を対象に、貝殻などのさまざまな自然の漂着物や漂着ゴミを展示する

ことで、自然の豊かさや多様性と、人間が排出するごみが海の汚染を引き起こして

いることを知る場を提供するとともに、漂着物を使ったネイチャークラフトを行った。

実 施 日：9月27日(土)～9月29日(月)

場 所：しまね海洋館アクアス(浜田市久代町)

参加者数：15,000名

主 催：公益財団法人しまね海洋館アクアス

共 催：浜田市環境課

（３）スタッフの講師派遣

県内の学校や環境団体などを対象に、ニーズに応じてテーマを設定し、環境に関する講演会や

ワークショップなど、スタッフを講師として派遣した。

□島根県エコリーダー研修

実施日と場所：5月10日(火) 大田集合庁舎(午前)、浜田合庁(午後)

5月11日(水) 益田合庁

5月13日(金) 県庁6階

5月17日(火) 出雲合庁

5月18日(水) 松江合庁

対 象：島根県職員

参加者数：206名

講 師：葭矢崇司、野崎研、伊藤玲子、石原香織

□川跡ビオトープ友の会自然観察会

実 施 日：5月22日(日)

場 所：川跡ビオトープと周辺小河川(出雲市中野町)

参加者数：20名

講 師：野崎 研

□大社小学校総合学習(環境)授業

実施日とテーマ：6月 7日(火) ｢ビオトープ池はきれい？｣

6月28日(火) ｢植物と環境｣

7月12日(火) ｢ゴミになる？餌になる？｣

10月7日(金) ｢自然の環境調べ｣

1月20日(月) ｢子どもの環境宣言｣

場 所：大社小学校(出雲市大社町)

対 象：小学校4年生

参加者数：52名

講 師：野崎 研
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□松江北高校グローバル課題研究領域別講演会

実 施 日：7月13日(水)

場 所：松江北高等学校(松江市奥谷町)

場 所：｢地球はこれからどうなるの？ ～地球環境問題を解決するためのヒントを探る～｣

対 象：普通科2学年

参加者数：26名

講 師：葭矢 崇司

□浜田高校｢HIKARU｣授業(HIKARE：人間教育を目指し、企業や識者の交渉等を行うキャリヤ教育)

実 施 日：9月20日(火)

場 所：浜田高等学校(浜田市黒川町)

対 象：高等学校2学年

テ ー マ：｢"環境"に関わる職業に就くこととは？｣

参加者数：32名

講 師：葭矢 崇司

□とっとりエコサポーターズ総会コーディネーター派遣

実 施 日：10月1日(土)

場 所：ソースバンケット(鳥取県鳥取市)

対 象：鳥取県地球温暖化防止活動推進員

テ ー マ：｢スーパー推進員研修を振り返って･･･｣

参加者数：25名

講 師：葭矢 崇司

□子育て＆子育て支援の為の講座｢eco cafe in わくわくらんど｣

実 施 日：10月28日(金)

場 所：鹿島子育て支援センター(松江市鹿島町)

対 象：鹿島子育て支援センター利用者

テ ー マ：｢おうちのeco どうしてる？？｣

参加者数：46名(保護者21名、乳幼児25名)

講 師：石原 香織

□松江農林高校｢産業と人間｣特別講義

実 施 日：3月3日(金)、3月17日(金)

場 所：松江農林高等学校(松江市乃木福留町)

対 象：総合学科1学年

テ ー マ：｢地球規模で起こる環境問題｣

参加者数：各回21名

講 師：葭矢 崇司、野崎 研
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（４）環境団体等への協力および支援

県内の行政機関や環境団体等が実施する事業について、ニーズに合わせて多様な協力および支援

を行った。

□相 談 環境保全や温暖化防止についての相談

(行政機関)50件

(そ の 他)15件

□事業協力 エコイベント等の出展

(行政機関が実施) 4カ所

(民間団体が実施) 2カ所

（５）人材育成(環境アドバイザー派遣)事業

地域住民や民間団体等が行う環境保全･温暖化防止に関する意識啓発、学習を促進するために、

その指導者として専門分野別に｢しまね環境アドバイザー｣18名(任期1年)を委嘱、配置し、県内

各地からの要請に応じて環境講座や地域ボランティアの育成及び実技指導を行った。特に、県環境

政策課と連携を図り、学校への派遣を充実させた。

□委 嘱 18名(地球環境11名、地域環境12名、生活環境9名、エネルギー8名(重複あり))

□派 遣 直接派遣 47回(うち学校24件)、紹介派遣6回

（６）環境保全活動支援事業

県内のボランティア団体や法人による環境保全･地球温暖化防止を目的とした主体的な取り組み

を促すため、活動の開始、または、継続に要する資金の一部を助成した。本年度は、当初募集では、

応募団体が少なかったため、二次募集を行った。

助成内容：ボランティア団体、NPO法人等：事業費の2/3以内助成で、80万円限度

募 集：(一次)4月 1日～5月2日

(二次)6月16日～8月1日

※当初の助成決定額が予算を下回ったため、2次募集を行った。

広 報：(一次)募集チラシ及び申請の手引きの配布 2,500部

(二次)募集チラシ及び申請の手引きの配布 1,500部

説 明 会：4月に6会場(隠岐、松江、出雲、大田、浜田、益田)、9月に3会場(松江、浜田、隠岐)

において助成金合同説明会を開催。

審 査 会：(一次)6月15日に審査員4名により審査を行った。

(二次)9月 8日に審査員4名により審査を行った。

申請件数 申請事業費 申請助成額 交付決定件数 助成決定額
(件) (千円) (千円) (件) (千円)

1次募集 12 3,540 2,347 4 591

2次募集 2 677 451 2 451

計 14 4,217 2,798 6 1,042
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Ⅳ．北の原キャンプ場管理運営事業

本年度は、大田市から指定管理者として指名されて2期目5年間の2年目であり、引き続きケビン

とテントサイト、ペット同伴バンガロー、ドッグランの管理運営を行った。県有施設時代からの

運営で蓄積されたノウハウを活かして安定した管理運営にあたるとともに、三瓶自然館の指定管理

者としての利点を活かして、一体的な事業展開、PRにより過去最大級の収入を果たした。

基本理念である｢豊かな自然環境を活かし、自然に親しむ場を提供する｣を実現するために、国立

公園三瓶山の豊かな自然環境と、その自然に囲まれた施設の魅力を最大限に引き出し、来場者が

自然の中での生活～アウトドアライフ～を楽しめるような管理運営に心がけた。

来場者の安全・安心への配慮を欠かすことなく、キャンプ初心者から中級者向けのイベントや、

キャンプ用品の貸出、食材の提供など、これまでに培ったノウハウを活かしながら、新たな魅力

づくりにも心掛けた。また、国立公園の中にあるキャンプ場として、中国地方屈指の規模を活かし

て、利用の拡大を図るとともに、三瓶山観光の拠点施設として、三瓶自然館とともに大田市観光を

牽引する役割を果たせるように努めた。

１．利用促進業務

大田市、飯南町、美郷町で作る｢三瓶山広域ツーリズム振興協議会｣に参画し、三瓶エリアの主要

なキャンプ場としてPRを行った。特にアウトドアメーカー｢モンベル｣の店舗を活用したPRイベント

｢三瓶フェア｣を当財団が担当し、出展を企画･実施して、キャンプ場の知名度向上を図った。

また、西部勤労者共済会、モンベル、スポーツ量販店等と提携した各種割引企画を継続し、新規

顧客の開拓にも努めた。

主な広報活動の実施内容は次のとおり。

・広島で開催された｢島根ふるさとフェア2017｣では、大田市観光協会と連携し、特設の石見銀山

世界遺産登録10周年記念ブースにて、パンフレット配布などのPRを実施した。2日間で10万人

以上の来場者があり、広島という最大の市場で有効な広報活動ができた。

・自社HP及び提携キャンプ関連HPに、ドッグランやイベントの紹介を掲載。

・ツイッターを活用し、最新の三瓶とキャンプ場情報を発信。

・島根県の観光情報サイト｢島根情報ナビ｣のアウトドアコーナーへの情報掲載。

・山陰中央新報｢りびえ～る｣の全面記事と広告の掲載。

・山陰中央新報｢あ･るっく｣への広告掲載。

・地元ケーブルテレビに出演し、ケビン宿泊と鍋のセットプランと歩くスキーをPR。

・松江市、出雲市の大型スポーツ用品店5店舗のキャンプコーナーに、パンフレットの配布継続。

・県内集客イベント｢石見肉まつり(江津)｣に出店し、1.4万人以上にキャンプ場をPR。

・大田市民を対象とした無料モニターを実施した。市のHPや自治会への回覧での周知を図り、

施設の認知度向上に繋がった。
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２．管理体制

利用者が快適なアウトドアライフを過ごせるよう、特に愛犬家も利用しやすい施設となるよう

配意し、スタッフの人員配置を行った。

通常期はスタッフ7名の体制により、利用者の対応、施設･設備の安全点検及び環境美化等に

万全を期している。また、場内の除草作業には専門のスタッフ6名を配置し、雑草により景観を

損ねないよう配慮した。

利用者が増加する繁忙期はさらに4～8名程度増員し、宿泊施設の清掃、場内トイレ･シャワー棟

の清掃、大量に排出されるゴミの処理等に当らせ、衛生管理を徹底した。

一方、利用者が激減する冬期間は正規職員スタッフ4名ですべてを対応し、人件費の節減と適正

な人員配置に努めた。

３．施設維持管理

キャンプ場開設以来47年が経過しており、施設･設備の老朽化、経年劣化に伴う故障や不具合が

多発している。大田市と協議を重ね修繕計画に沿った修繕作業を実施しているが、予期せぬ箇所の

故障が続発するなど、修繕が追いつかない状況にある。今後も継続して発生することが懸念され、

早急の課題となっている。

本年度においても多数の故障及び不具合が発生したが、利用者の快適で安全な利用を第一に、

必要最低限の修繕を実施した。

主な修繕個所と修繕内容は次のとおり。

・ケビン床下、外壁・内壁給湯配管交換

・除雪機動力部及び可動部…部品交換

・管理棟入り口自動ドア駆動装置一式…部品交換

４．利用状況及び収支状況

利用者が料金の高額なケビンとバンガローと一番安価な一般サイトを好む二極化の傾向が現れた｡

特に、ケビン、バンガローが着実な増加となったため、年間累計では、オートサイト設置後で最も

多い売上金額を確保した。

一方支出関係においては、修繕費の増加やケビン、バンガローの利用増に伴う清掃委託費の増加

により、収支状況は厳しいものとなったが、経費削減を徹底することにより、最低限の利益を確保

した。
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５．自主事業

（１）イベントの実施

□家族で楽しむキャンプ･セミナー

期 日：5月21日(土)～5月22日(日)

参加者：10組40人

内 容：キャンプ初心者家族を対象に、テントの設営・撤収方法、火のおこし方、飯ごう炊さん

の仕方を指導し、1泊の体験キャンプを行った。丁寧で実践的な指導に、参加者から

高い満足度を得た。

（２）他イベントへの会場提供

□ノルディックウォーク

三瓶自然館が企画したイベントと連携し、会場の提供及びノルディックポールの貸し出しを

行った。普段キャンプに縁のない参加者や、初めて訪れる参加者も多く、新たな客層に効果的な

キャンプ場のPRになった。

□北の原ファンタジー

三瓶自然館の冬の人気イベント｢北の原ファンタジー｣と連携し、県内外から集まった親子連れ

350名以上に、暖かい食事場所や外遊びを楽しむ会場を提供した。

（３）利便提供事業

キャンプ場宿泊者の利便性向上のため、食品の販売や、キャンプ用具の貸し出しを行った。

６．その他の事業

（１）地域と連携した観光振興に関する事業

国民宿舎さんべ荘と連携し、県内外から訪れたキャンプ場宿泊者に温泉割引券を配布し、多くの

利用者が三瓶温泉を利用した。

（２）大田市全体及び三瓶山周辺観光のインフォメーション機能を担う事業

セントラルロッジ内に観光情報コーナーを設置し、大田市観光MAPを掲示し、キャンプ場宿泊者

の観光案内を積極的に行った。登山者への登山ルートの案内をはじめ、温泉津温泉や石見銀山、

三瓶小豆原埋没林など主要観光地へのルート案内、食事どころや大田市の見どころ紹介などを行った｡

（３）三瓶広域ツーリズム振興協議会への参画

大田市、美郷町、飯南町1市2町および関係団体で構成される協議会に参画し、モンベル広島紙屋

町店･岡山店で開催された｢三瓶山フェア｣において、キャンプを含む三瓶山エリアでのアウトドア

をPRした。
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Ⅴ．利便提供事業

１．物販事業

（１）三瓶自然館

ミュージアムショップ｢ひめのが｣では、自然科学に関連する商品やキャラクター｢テンピー｣を用いた

商品、三瓶山来訪の記念になる土産的な商品を販売した。

また、企画展の開催時などは、展示の内容と商品構成との連動を図った。夏期は企画展のテーマ

｢中生代の海｣にあわせて、アンモナイト化石や海生は虫類の歯の化石、関連書籍などを、秋は木の

おもちゃ展にあわせて、木のおもちゃを特集して、売上げの増加を図った。

（２）三瓶小豆原埋没林公園

受付周辺に物販棚を設置し、埋もれ木の派生材(発掘時に出土した倒木等)を利用した独自商品の

ほか、近隣の製菓子店と共同開発したクッキーなどの販売を行った。

従来、派生材を利用した商品が中心であったが、良質な材料の在庫が少なくなったことで商品

種数が限られるようになっている。そこで、鉱物や岩石などの商品を導入して商品構成が貧弱に

ならない工夫を行った。

（３）三瓶北の原キャンプ場

三瓶山北の原キャンプ場の｢キャンパーズショップ北の原｣では、宿泊者の利便向上を目的に、

キャンプに関連する商品と食料品を販売した。また、夏期はバーベキュー、冬期は鴨鍋の食材セット

を販売することで、手軽にキャンプができるイメージによる施設利用の促進を図った。

２．貸出事業

北の原キャンプ場において、テントや毛布、炊事用品等のキャンプ用品の貸し出しを行った。用品

の貸し出しは、売上による収入のほか、利用者が用品を準備する負担が軽減されることによる利用

拡大が期待される事業である。

キャンプ用品のほか、夏期はノルディックポール、冬期は歩くスキーとスノーシューの貸し出しを

行った。
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１．数値目標を掲げた運営

（１）入館者目標、収入目標の設定

（２）全施設の目標値と達成状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

H28目標 5,000 15,000 5,000 20,000 38,000 20,000 12,000 6,000 2,000 4,000 4,000 4,500 135,500

H28実績 6,031 13,139 4,357 17,161 33,756 15,595 9,883 6,715 1,950 4,112 2,910 3,962 119,571

達成率 120.6% 87.6% 87.1% 85.8% 88.8% 78.0% 82.4% 111.9% 97.5% 102.8% 72.8% 88.0% 88.2%

H28目標 700 1,300 700 1,300 2,200 1,400 800 100 100 100 100 200 9,000

H28実績 604 1,269 496 1,683 2,209 766 527 266 109 269 186 79 8,463

達成率 86.3% 97.6% 70.9% 129.5% 100.4% 54.7% 65.9% 266.0% 109.0% 269.0% 186.0% 39.5% 94.0%

H28目標 1,500 3,000 1,700 2,000 3,500 3,000 2,500 2,500 400 300 300 1,000 21,700

H28実績 1,689 3,343 1,326 2,339 3,252 1,880 2,579 2,452 440 479 327 969 21,075

達成率 112.6% 111.4% 78.0% 117.0% 92.9% 62.7% 103.2% 98.1% 110.0% 159.7% 109.0% 96.9% 97.1%

H28目標 700 2,600 700 2,500 6,000 2,600 1,241 700 200 200 200 200 17,841

H28実績 1,459 2,569 943 3,048 6,505 1,623 1,668 747 191 313 187 282 19,535

達成率 208.5% 98.8% 134.6% 121.9% 108.4% 62.4% 134.4% 106.7% 95.3% 156.4% 93.7% 140.9% 109.5%

H28目標 700 2,450 830 2,950 6,220 2,430 1,120 1,150 380 480 440 550 19,700

H28実績 1,223 2,245 738 3,717 6,938 2,406 1,632 832 428 358 287 605 21,410

達成率 174.8% 91.6% 88.9% 126.0% 111.5% 99.0% 145.7% 72.3% 112.7% 74.6% 65.3% 109.9% 108.7%

平成28年度　施設別月別目標達成率一覧表

Ⅵ . 各 種 資 料

　各施設毎に利用者数目標又は利用料金収入目標を設定し、運営を行っている。三瓶自然館で
は、夏期企画展で取り上げた海の恐竜が人気を集め、前年実績を上回ったものの、高く設定して
いた目標を達成することはできなかった。
　埋没林公園は、広島や全国放送のメディアに数回取り上げられたこともあって、目標にはわず
かに届かなかったが、前年実績を上回ることができた。
　北の原キャンプ場は前年度からの好調を維持しており、高く設定した収入目標をさらに上回っ
た。

物販・貸出
売り上げ（千円）

キャンプ場
利用料金（千円）

埋没林公園
入園者数(人）

天体観察会
入館者数（人）

三瓶自然館
（天体含む）

入館者数（人）
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２．利用者数の推移

□三瓶自然館

18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

122,308 115,601 134,956 138,231 144,629 132,991 123,093 162,099 125,225 109,478 119,571

□三瓶小豆原埋没林公園

18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

46,943 42,625 38,948 34,846 29,669 27,807 25,206 25,527 21,505 20,681 21,075
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（３）収入実績

□三瓶自然館収入状況

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

収入額(千円) 1,084 2,125 542 4,466 9,928 3,428 858 775 236 447 262 682 24,833

□埋没林公園収入状況

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

収入額(千円) 396 710 318 497 668 412 576 581 106 97 77 232 4,669
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□北の原キャンプ場収入状況

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

収入額(千円) 1,459 2,569 943 3,048 6,505 1,623 1,668 747 191 313 187 282 19,535

□利便提供事業収入状況

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

収入額(千円) 992 2,239 650 3,697 6,918 1,916 1,595 800 378 356 283 613 20,437
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（４）利用者数

□三瓶自然館利用状況

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

入館者数(人) 6,031 13,139 4,357 17,161 33,756 15,595 9,883 6,715 1,950 4,112 2,910 3,962 119,571

□埋没林公園利用状況

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

入館者数(人) 1,689 3,343 1,326 2,339 3,252 1,880 2,579 2,452 440 479 327 969 21,075
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３．沿 革

昭和63年度 ｢三瓶フィールドミュージアム構想｣が、先導事業開発構想推進会議で｢リフレッシュリゾートしまね構想事業｣として

決定。同じく、自治省の｢ふるさとづくり特別対策事業｣として決定。

平成元年度 ｢三瓶フィールドミュージアム整備事業｣開始。

三瓶自然館(以下｢自然館｣)中心とする三瓶フィールドミュージアムの基本･実施設計の作成。

平成２年度 自然館及び附属施設、着工。

平成３年度 財団法人三瓶フィールドミュージアム財団設立(7月1日、以下｢財団｣)。

自然館完成、全国育樹祭にともない皇太子殿下御来館。

自然館オープン(10月19日)。

平成４年度 財団、新たに｢三瓶山北の原キャンプ場(以下｢キャンプ場｣)｣の管理運営を受託。

平成５年度 三瓶フィールドミュージアム整備終了。

三瓶フィールドミュージアムが｢三瓶山自然体験ゾーン｣として島根県の長期計画(1994～2010年)の戦略プロ

ジェクトに位置づけられる。

平成７年度 島根県、｢三瓶山自然体験ゾーン拡充整備検討委員会｣を設置。

平成８年度 三瓶山自然体験ゾーン拡充整備検討委員会、自然館の機能強化を求める報告書を提出。

キャンプ場、過去最高の年間5万4千人の利用者を記録。

平成９年度 自然館名誉館長として俳優の柳生博氏を起用、委嘱(平成15年度まで）。

常陸宮殿下、妃殿下御来館。

平成10年度 三瓶町多根小豆原で、約3,500年前に埋没したスギ林の存在を確認。調査方法及び保存方法の検討を開始。

平成11年度 島根県、｢三瓶埋没林調査保存検討委員会｣を設置。あわせて埋没スギの自然館での展示を検討。

平成12年度 三瓶山自然体験ゾーン拡充整備事業、整備着工。

キャンプ場新管理棟(セントラルロッジ）、完成。

三瓶埋没林調査保存検討委員会、埋没林の保存を求める報告書を提出。

平成13年度 島根県知事、小豆原埋没林の保存方針を発表。

自然館拡充工事開始。工事進捗にともない11月末をもって自然館閉館。

平成14年度 自然館拡充工事完了。｢三瓶自然館サヒメル｣として再オープン(4月18日)。

自然館、通算100万人の来館者を達成。

秋篠宮殿下、妃殿下御来館。

小豆原埋没林現地の公園化整備開始。

自然館、過去最高の年間22万人の来館者を記録。

平成15年度 キャンプ場へ利用料金制導入。

新たに｢三瓶小豆原埋没林公園｣の管理運営を受託。

｢三瓶小豆原埋没林公園(以下｢埋没林公園｣)｣オープン(5月2日）。

自然館、日本博物館協会に加盟。

平成16年度 ｢三瓶小豆原埋没林｣国の天然記念物指定(2月27日)。

新たに｢ふれあいの里奥出雲公園(以下｢ふれあいの里｣)｣の管理運営を受託。

埋没林公園来園者10万人達成。

平成17年度 指定管理者制度が導入され、財団が自然館及び附属施設の指定管理者となる(平成17年度～平成21年度)。

平成18年度 7月豪雨によりふれあいの里が被災し、臨時休園となる。

自然館開館15周年(10月19日)。

平成19年度 高円宮妃殿下、自然館及びふれあいの里御来訪(4月30日)。

平成20年度 旧島根ふれあい環境財団21の事業及び財産を継承(4月1日)。

松江事務所開設。環境保全活動への助成、地球温暖化を含む環境問題の啓発等の事業を開始(4月1日)。

埋没林公園入園者30万人達成(4月12日)。

法人名称を｢財団法人しまね自然と環境財団｣に改称(7月1日)。

高円宮妃殿下御来館(1月22日)。

平成21年度 自然館、通算200万人の来館者を達成(7月12日)。

ふれあいの里、営業終了(12月。3月をもって正式閉鎖)。

自然館、プラネタリウム設備更新のためビジュアルドームの運営を休止(12月～3月)。3月末から新型プラネタリウム

の運営開始。

キャンプ場、大田市へ売却譲渡(3月)。
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平成22年度 島根県から2期目となる自然館及び附属施設の指定管理者指名を受ける。また、大田市施設となったキャンプ

場の指定管理者として、大田市から指名を受ける(いずれも平成22年度～平成26年度)。

平成23年度 財団、公益財団法人へ移行(4月1日)。これに伴い法人名称を｢公益財団法人しまね自然と環境財団｣に改称。

自然館、開館20周年。記念式典(7月15日)のほか、関連イベントを一年を通じて開催。

財団、自然館運営の検討機関として｢三瓶自然館運営委員会｣を設置(8月1日)。

平成24年度 神々の国しまねプロジェクトへの協力として、三瓶自然館の小中高校生入館料を無料化(平成

26年9月まで)。

"三瓶山"国立公園指定50周年記念事業実行委員会(会長:大田市長)が設置され、財団が事務局を務め、一年を

通じて関連イベントを開催。

平成25年度 埋没林公園、開園10周年。記念式典(4月27日)ほか、関連イベントを一年を通じて開催。

特別企画展 ｢さんべ恐竜王国(7月13日～9月29日)｣を開催。現在の企画展期間(2ヶ月半)としては過去最高と

なる99,203人の来館者を達成。

財団研究員が隠岐で巨大ワニの化石を発見。

平成26年度 大田市から北の原キャンプ場指定管理者として指名を受ける(平成27年度～平成31年度)。

島根県から3期目となる自然館及び附属施設の指定管理者指名を受ける(平成27年度～平成34年度)。

平成27年度 自然館、大型ドーム映画設備更新のため、ビジュアルドームの運営を休止(2月～3月)。3月末から新映画設備の運営

開始。

平成28年度 自然館、大型ドーム映画リニューアル式典(4月21日)。

自然館、開館25周年。記念式典(7月15日)のほか、関連イベントを一年を通じて開催。

自然館、入館者累計300万人を達成(11月5日)。
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４．関連記事

山陰中央新報 H28.4.22(金)

山陰中央新報 H28.6.28(火)
山陰中央新報 H28.5.12(木)
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山陰中央新報 H28.7.16(土)

山陰中央新報 H28.7.17(日)
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島根日日新聞 H28.9.4(日)

朝日新聞 H28.9.8(木)

山陰中央新報 H28.9.11(日)
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毎日新聞 H28.9.16(金)

山陰中央新報 H28.11.9(火)

山陰中央新報 H28.11.6(日)

山陰中央新報 H29.1.7(土)
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５．資 料

新聞寄稿状況(p17｢Ⅱ.島根県立三瓶自然館 ⑦新聞への寄稿｣関係)

掲載日 掲載紙 タイトル 担 当

4/ 6 山陰中央新報 水星を見つけよう 竹 内 幹 藏

4/10 読売新聞 全球凍結と生命の「爆発」 遠 藤 大 介

4/13 島根日日新聞 しまねにもアンモナイトがいた!? 遠 藤 大 介

4/20 山陰中央新報 月の写真を撮ろう 竹 内 幹 藏

4/27 島根日日新聞 バードリスニングのススメ 星野由美子

5/ 4 山陰中央新報 アークトゥルス（麦星） 竹 内 幹 藏

5/11 島根日日新聞 道草のすすめ 井 上 雅 仁

5/18 山陰中央新報 アンタレスと火星、土星 竹 内 幹 藏

5/25 島根日日新聞 夜空に赤く光る「火星」 矢 田 猛 士

5/29 読売新聞 ナガハシスミレ 井 上 雅 仁

6/ 1 山陰中央新報 太陽 竹 内 幹 藏

6/ 8 島根日日新聞 スミナガシ 皆 木 宏 明

6/12 読売新聞 トラツグミの鳴き声 星野由美子

6/15 山陰中央新報 プラネタリウムで星座を覚えよう 竹 内 幹 藏

6/22 島根日日新聞 夏の特別企画展「ジュラシック・シー」 安 藤 誠 也

6/29 山陰中央新報 土星の環 竹 内 幹 藏

7/ 5 山陰中央新報 天然記念物 活用も重要 中 村 唯 史

7/ 6 島根日日新聞 昼の長い時期 太 田 哲 朗

7/10 読売新聞 火星と土星 矢 田 猛 士

7/13 山陰中央新報 二重星を見よう 竹 内 幹 藏

7/20 島根日日新聞 夏期特別企画展が開幕しました 遠 藤 大 介

7/27 山陰中央新報 国際宇宙ステーションを見よう 竹 内 幹 藏

8/ 3 島根日日新聞 研究助成金をいただきました 星野由美子

8/10 山陰中央新報 夏休み注目の天文現象 竹 内 幹 藏

8/17 島根日日新聞 申年とサルスベリ 井 上 雅 仁

8/21 読売新聞 盆トンボ 皆 木 宏 明

8/24 山陰中央新報 天の川を見に行こう 竹 内 幹 藏

8/31 島根日日新聞 中秋の名月 矢 田 猛 士

9/ 7 山陰中央新報 月のウサギ 竹 内 幹 藏

9/11 読売新聞 名月とクレーター 太 田 哲 朗

9/14 島根日日新聞 カブトムシ 皆 木 宏 明

9/21 山陰中央新報 はくちょう座 竹 内 幹 藏

9/28 島根日日新聞 三瓶山のモグラたち 安 藤 誠 也

10/ 4 山陰中央新報 伝統継承 地域の魅力に 中 村 唯 史

10/ 5 山陰中央新報 十三夜の月 竹 内 幹 藏

10/ 9 読売新聞 デスモスチルスの謎 安 藤 誠 也

10/12 島根日日新聞 星を見るのにいい時期は 太 田 哲 朗

10/19 山陰中央新報 秋の四辺形 竹 内 幹 藏

10/26 島根日日新聞 宍道湖35杯分? 遠 藤 大 介

11/ 2 山陰中央新報 海の水をすくう北斗七星 竹 内 幹 藏
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11/ 3 山陰中央新報 地球照 竹 内 幹 藏

11/ 9 島根日日新聞 鳥類調査の葛藤 星野由美子

11/13 読売新聞 マントルからやってきた石 遠 藤 大 介

11/16 山陰中央新報 ペルセウス座 竹 内 幹 藏

11/23 島根日日新聞 木と樹の違いとは? 井 上 雅 仁

11/29 山陰中央新報 巨木訪ねる会 地域に光 中 村 唯 史

12/ 7 島根日日新聞 木星の衛星「エウロパ」 矢 田 猛 士

12/11 読売新聞 酉年とハコベ 井 上 雅 仁

12/14 山陰中央新報 早起きして空を見よう 竹 内 幹 藏

12/21 島根日日新聞 カマドウマ 皆 木 宏 明

12/28 山陰中央新報 プレアデスとヒアデス 竹 内 幹 藏

1/11 山陰中央新報 オリオン座 竹 内 幹 藏

1/15 読売新聞 なぜ「鶏年」でない? 星野由美子

1/18 島根日日新聞 夜の笠雲 太 田 哲 朗

1/24 山陰中央新報 魅力が満載 冬の三瓶山 中 村 唯 史

1/25 山陰中央新報 宵の明星 竹 内 幹 藏

2/ 1 島根日日新聞 アンモナイトのステンドグラス? 遠 藤 大 介

2/ 8 山陰中央新報 あと星 竹 内 幹 藏

2/12 読売新聞 鳥にまつわる星座や星雲 矢 田 猛 士

2/15 島根日日新聞 剥製という標本 星野由美子

2/22 山陰中央新報 ふたご座 竹 内 幹 藏

3/ 1 島根日日新聞 ナゾの物体、イカタケ 井 上 雅 仁

3/ 7 山陰中央新報 自動活動通し地域理解 中 村 唯 史

3/ 8 山陰中央新報 月の形と名前 竹 内 幹 藏

3/12 読売新聞 キノコを食べる虫 皆 木 宏 明

3/15 島根日日新聞 見ごろを迎える「木星」 矢 田 猛 士

3/22 山陰中央新報 アルデバラン食 竹 内 幹 藏

3/29 島根日日新聞 コマルハナバチ 皆 木 宏 明
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予約天体観察会実施状況(p18｢Ⅱ.島根県立三瓶自然館 ⑩天体観察会 b予約天体観察会｣関係)

月 日 団 体 名 人数 月 日 団 体 名 人数

4 14 広島製菓専門学校 79 7 29 広島市立戸坂中学校科学部 10

14 三次市立君田中学校 18 31 広島市立五日市南小学校 172

14 三次市立吉舎中学校 30 8 3 広島市立長束西小学校 56

28 広島情報専門学校 111 3 泰蔵寺土曜学校 30

5 12 北広島町立豊平中学校 28 3 安来学園 20

13 広島市立祇園東中学校 206 4 出雲市立平田中学校科学部 18

19 静間･五十猛･鳥井小学校 32 4 稗原コミュニティセンター 12

23 広島市立城南中学校 276 4 波多コミュニティー協議会 53

25 出雲市立長浜小学校 47 5 教員免許状更新講習 32

25 広島市立三入小学校 72 7 廿日市市立廿日市小学校 137

26 広島市立安西小学校 74 10 スポーツトレーニングPLUS 17

29 広島生活福祉専門学校 15 10 宍道ジュニアリーダーズクラブ 27

30 浜田市立金城中学校 29 19 御所市青少年サマーキャンプ 34

6 1 広島市立高陽中学校 114 21 広島市立宇品小学校 212

2 益田市立真砂小学校 18 24 庄原市立比和小学校 13

22 広島市立三和小学校 19 24 広島市立古田台小学校 39

23 大田市立池田小学校 32 24 福山市立今津小学校 54

23 松江市Cブロック宿泊学習 39 25 広島市立梅林小学校 136

24 島根県自然観察指導員講習会 13 26 わかたけ学園 20

29 三次市立みらさか小学校 29 26 広島市立可部南小学校 76

30 広島市立大町小学校 116 28 広島市立五日市中央小学校 98

7 6 広島大学付属三原中学校 85 9 2 府中町立府中東小学校 81

7 広島市立可部小学校 110 7 広島市立本川小学校 68

10 東広島市立八本松小学校 138 7 庄原市立板橋小学校 28

13 広島市立安北小学校 121 8 庄原市立総領小学校 14

15 出雲市立大社幼稚園 20 8 鳥取大学合気道部 18

21 出雲市立神門幼稚園 24 11 雲南市立寺領小学校4年生学年活動 34

21 広島市立上安小学校 59 12 島根県立大田高等学校理数科1年 33

21 三次市立甲奴小学校 15 15 広島市立伴南小学校 197

22 広島市立東野小学校 127 16 さんべスマイルキャンプ 9

24 三次市立吉舎小学校 26 10 9 国立三瓶青少年交流の家主催事業 32

24 三次市立川西小学校 12 12 開星中学校･高等学校 195

24 波多コミュニティー協議会 54 13 庄原市立山内小学校 14

24 広島大和パスファインダークラブ 18 13 広島市立彩が丘小学校 47

27 広島市立久地南小学校 35 20 米子工業高等専門学校 46

27 三次市立小童小学校 11 11 23 個人グループ 45

27 広島市立幟町小学校 104 25 大田小学校6年3組親子会 28

28 浜田児童相談所 14 1 25 なぎさ公園小学校 70

28 三次市立川地･青河連合小学校 23 26 あおぞら保育園 20

29 あんず保育園（児童クラブ） 18 3 30 ボーイスカウト大社第一団 9

29 斐川西中学校科学部 19 合計 81 4,684
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予約自然観察会実施状況(p19｢Ⅱ.島根県立三瓶自然館 ⑪自然観察会 b予約自然観察会｣関係)

月 日 団体名 人数 月 日 団体名 人数

4 18 大田市立北三瓶小学校 6 12 江津市立東小学校 37

5 2 出雲市立湖陵中学校 42 12 開星中学校･高校 197

6 大田市立池田、北三瓶、志学小学 26 13 出雲市立須佐小学校 17

校合同 14 邑南町立石見東、矢上、日貫 45

小学校合同

18 美郷町立大和中学校 13 19 美郷町立邑智小学校 31

6 3 出雲市立窪田小学校 25 21 江津市立川波小学校 36

3 益田市立真砂小学校 18 21 雲南市立三刀屋小学校 51

13 美郷町立邑智小学校 45 23 広島勤労者山の会 23

7 8 広島大学附属三原中学校 85 24 浜田市立岡見小学校 22

21 安田学園安田小学校 11 24 大田幼稚園、久手幼稚園合同 28

22 安田学園安田小学校 4 24 川本町立川本小学校 48

24 広島大和パスファインダークラブ 20 27 大田市立池田小学校 8

28 みずほ地域放課後児童クラブ 52 28 大田市立北三瓶小学校 5

29 山村留学センター 14 28 美郷町立大和小学校 17

8 4 稗原コミュニティセンター 11 31 浅利･さくら保育園合同 27

5 稗原児童クラブ 21 11 2 大田市立朝波小学校 17

9 武庫川女子大学附属中学校 37 4 美郷町立邑智小学校 28

9 1 出雲市立東小学校 43 11 大田市立五十猛小学校 20

9 庄原市立総領小学校 14 1 20 大田市立北三瓶小学校 21

9 大田市立川合小学校 24 23 なぎさ公園小学校 73

14 雲南市立鍋山小学校 21 2 8 それいゆ島根地区 4

14 出雲市立佐田中学校 27 合計 51 1602

21 出雲養護学校仁摩分教室高等部 13

21 出雲市立窪田小学校 9

23 大田市立久屋小学校 22

10 3 出雲市立須佐小学校 26

6 出雲市立大社小学校 55

6 邑南町立矢上小学校 78

7 出雲市立平田小学校 60

7 邑南町立高原小学校 19

12 大田市立大森小学校 6
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講師派遣状況(p19｢Ⅱ.島根県立三瓶自然館 ⑫環境教育･環境学習事業 講師派遣｣関係)

月 日 団体名 場所 内容 講師 人数

4 10 大代高山会 大江高山 春の大江高山自然観察登山での解説 井上 40

10 キリスト教愛真高等学校 キリスト教愛真高等学校 植物の自然観察、採集、試食 安藤 22

松原

5 8 波多コミュニティ さえずりの森 春の野草観察会とタケノコ狩りでの 松原 15

解説

14 大田市退職校長園長会 大田市農林福祉会館 身近な野鳥に関する講演会 星野 25

18 長久文化協会 長久まつづくりセンター 野鳥に関する講演会･観察会 星野 40

22 津和野公民館･地倉沼を守る会 地倉沼 チョウジソウ観察会での解説 井上 45

27 日本植生史学会 安蔵寺山･三瓶山他 日本植生史学会談話会巡検での解説 井上 6

29

6 8 島根大学生物資源科学部 島根大学演習林 野外学習における昆虫同定の指導 皆木 40

8 口和公民館 ほたるの館 ゲンジボタル学習会での講話 皆木 26

10 島根県高等学校文化連盟自然 三瓶青少年交流の家 自然科学系部活動での実験観察研修 井上 90

科学専門部 の対応 竹内

皆木

太田

安藤

遠藤

15 大田市立池田小学校 大田市立池田小学校 三瓶山の植生や希少植物についての 井上 8

講話

16 島根県立大田高等学校 島根県立大田高等学校 課題研究体験プログラムの対応 竹内 26

星野

皆木

矢田

17 大田市立池田小学校 三瓶町池田付近の水田 田んぼの生きもの観察での解説 皆木 8

28 雲南市立木次小学校 雲南市立木次小学校 校庭の樹木についての学習 井上 41

7 3 樹冠ネットワーク 水の国 カブトムシの生態や特徴についての 皆木 40

講話

13 智辯学園 三瓶青少年交流の家 三瓶の自然や文化についての講話 安藤 118

23 島根県自然環境課 三瓶自然館 自然保護レンジャー研修会での危険 安藤 30

生物などの講話

26 波多コミュニティ さえずりの森 昆虫観察会での指導 皆木 20

27 浜田市立雲城公民館 姫逃池・赤名湿地 ハッチョウトンボ現地見学会での 皆木 35

解説

28 北三瓶まちづくりセンター 北三瓶まちづくりセンター 三瓶山の噴火の再実験の指導 遠藤 50

多根分室

29 公益社団法人島根県獣医師会 サンラポーむらくも 島根県獣医師学会｢市民公開講座｣ 井上 80

での講話

31 池田地区連合自治会 池田まちづくりセンター 三瓶山の噴火や地震に関する講話 中村 25
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8 1 大田市 三瓶山北の原～西の原 三瓶山の植生についての研修 井上 8

3 波多コミュニティ協議会 さえずりの森 昆虫観察会での指導 皆木 20

7 心光院サマースクール実行 心光院 サマースクールでの演示 安藤 40

委員会

7 国立三瓶青少年交流の家 三瓶自然館 教員免許状更新講習での指導 井上 35

12 島根大学生物資源科学部 島根大学三瓶演習林庁舎 基礎フィールド演習における昆虫 皆木 25

同定の指導

26 大田市 三瓶山北の原 薬草観察会での解説 井上 40

9 4 大田市 三瓶山北の原～西の原 三瓶山の植生についての研修 井上 8

9 雲南市立掛合中学校 さえずりの森 さえずりの森の動植物について 星野 60

9 島根県教育センター 三瓶自然館 高等学校理科教育生物講座の講師 井上 19

24 吉賀町教育委員会 吉賀町樋口 アンモナイト発掘体験講座での指導 遠藤 28

25 島根県立しまね海洋館アクアス アクアス周辺 アクアス周辺で見られる昆虫の観察 皆木 40

指導

10 8 仁摩図書館 仁摩図書館 三瓶山の植生についての研修 井上 8

27 大田市 三瓶山北の原～西の原 三瓶山の植生についての研修 井上 10

27 大田市立池田小学校 三瓶山西の原 ヒロハノカワラサイコの学習 井上 12

11 5 仁摩図書館 仁摩図書館 三瓶山の昆虫についての講話 皆木 2

9 大田市立大田小学校 大田市立大田小学校 三瓶山の自然についての講話 井上 80

遠藤

25 出雲市立塩冶小学校 出雲市小伊津海岸 小伊津海岸での地層学習 遠藤 149

12 1 大田市立池田小学校 出雲市立大社小学校 三瓶山の火山活動と地形形成について 中村 51

5 仁摩図書館 仁摩図書館 三瓶山の鳥類についての講話 星野 3

2 3 大田市立池田小学校 大田市立池田小学校 三瓶について 中村 6

3 9 公益財団法人日本自然保護 広島市三滝少年自然の家 自然観察指導員養成事業における 星野 50

11 協会 講師として

12 島根県立しまね海洋館アクアス しまね海洋館アクアス 野鳥観察の講師として 星野 20

17 国引きジオパーク推進協議会 松江市役所 国引きジオパーク構想エリアの自然 井上 20

について

19 川本町自然大好きネットワーク 川本町谷戸 イズモコバイモについての講話 井上 40

20 川本町自然大好きネットワーク 川本町谷戸 イズモコバイモについての講話 井上 20

合 計 47 1,321
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６．評議員会･理事会等

１．評議員会

①第10回評議員会(平成28年度定時評議員会)

・開 催 日：平成28年6月13日

・開催場所：島根県立三瓶自然館

・出 席 数：評議員7名、監事1名

・議 題：報告事項 事業概況

第1号議案 平成27年度事業報告及び決算報告の件

・結 果：全号とも原案どおり承認

２．理 事 会

①第15回理事会(平成28年度第1回定時理事会)

・開 催 日：平成28年5月23日

・開催場所：島根県立三瓶自然館

・出 席 数：理事4名、監事1名

・議 題：報告事項 理事長及び常務理事の職務執行状況

第1号議案 平成27年度事業報告及び決算報告の件

第2号議案 辞任に伴う三瓶自然館運営委員選任の件

第3号議案 第10回評議員会(定時評議員会)の招集に関する件

・結 果：全号とも原案どおり承認

②理事会(決議の省略)

・開 催 日：平成28年9月8日

・議 決 数：理事5名

・議 題：第1号議案 島根県立三瓶自然館運営委員の選任に関する件

・結 果：原案どおり承認

③第16回理事会(平成28年度第2回定時理事会)

・開 催 日：平成29年3月16日

・開催場所：島根県立三瓶自然館

・出 席 数：理事5名、監事2名

・議 題：報告事項1 理事長及び常務理事の職務執行状況

報告事項2 規程改正に関する件

第1号議案 平成28年度予算補正の件

第2号議案 平成29年度事業計画及び予算の件

第3号議案 重要な職員の任免に関する件

・結 果：全号とも原案どおり承認
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３．三瓶自然館運営委員会

本委員会は、当財団が指定管理者として島根県立三瓶自然館及びその附属施設を運営する

にあたり、島根県の自然系博物館としてのあり方や、広く県民に親しまれ利用される方策に

ついて協議するための、外部委員による会である。

①第６回運営委員会

・開 催 日：平成28年9月14日

・開催場所：島根県立三瓶自然館

・出 席 数：12名

・概 要：三瓶自然館の運営状況と課題について意見交換を行った。主な内容は、国立

公園満喫プロジェクトについての概要説明、三瓶自然館と附属施設の利用促進、

三瓶自然館の常設展示の更新についてなど。
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